さ らさ からかみ 

間の 西側 (玄関 寄り) に は、 更紗の 唐紙が 二 枚あって、 

その 一 枚の 上に 古色 を 帯びた 壁 懸けが 一 つ 下って ゐる。 

ゆ リ ぬひと 

麻の 地に 黄色に 百合 の やうな 花 を 繡 つたの は、 

つ だせい ふう 

津田青 楓氏か 何 かの 図案ら しい。 この 唐紙の 左右の 

かべぎ は 

壁 際に は、 余り 上等で ない 硝子 戸の 本箱が あって、 そ 

の 何 段 かの 棚の 上に はぎつ しリ 洋書が 詰まって ゐる。 

さ っぷ うけ い てつが うし 

それから 廊下に 接した 南側に は、 殺風景な 鉄 格子の 西 

したん すず リ 

洋 窓の 前に 大きな 紫檀の 机を据 ゑて、 その上に 硯ゃ 

筆立てが、 紙 絹の 類 や 法帖と 一し よに、 存外 行儀よ く 

あま 

並べて ある。 その 窓 を 剰した 南側の 壁と 向う の 北側の 

ほ とん か 

壁と に は、 殆ど 軸の 挂 かって ゐな かった 事がない。 



ざうた く ぼくちく くわう こう ぶんしゃう せんこの こと 

蔵 沢の 墨 竹が 黄 興 の 「 文章 千古 事 」 と 挨拶 をして ゐ 

もく あん はな ひらく ばんこくの はる ごしゃう せき もくれん 

る 事 も ある。 木 庵の 「花 開 万国 春」 が 呉 昌蹟の 木蓮 

と 鉢 合せ をして ゐる事 も ある。 が、 客間 を 飾って ゐる 

書画 は 独り これらの 軸ば かりで はない。 西側の 壁に は 

安井曽太郎の 油絵の 風景画が、 東側の 壁に は 斎 藤 与 里 

氏の 油絵の 艸 花が、 さう して 又 北側の 壁に は 明月 禅師 

の無絃 琴と 云ふ艸 書の 横 物が、 いづれ も 額に な つ て挂 

かって ゐる。 その 額の 下 や 軸の 前に、 或は 銅 瓶に 梅 も 

どきが、 或は 青，. 磁に 菊の花が その 時々 で 投げ こんで あ 

るの は、 無論 奥さんの 風流に 相違 あるまい。 

もし 先客がなかったなら、 この 客間 を視 いた 眼を更 



赤い 色が 僅ば かりし か 見えて ゐ ない。 しかも その ま 

ん 中には 小さい 紫檀の 机が あって、 その 又 机の 向う に 

どういん せき いん ふた 

は 座蒲団が 二 枚 重ねて ある。 銅 印が 一 つ、 石 印が 二つ 

み ちゃき 

三つ、 ペン 皿に 代へ た 竹の 茶箕、 その 中の 万年筆、 そ 

ぎょく ぶんちん 

れ から 玉 の 文鎮 を 置いた 一 綴りの 原稿用紙 II 机の 

ほか ろうがんき やう 

上に はこの 外に 老眼鏡が 載せて ある 事 も 珍しくない。 

まうえ くわう くわう かたはら 

その 真上に は 電灯が 煌 々 と 光 を 放って ゐる。 傍 に 

せと ひばち たぎ 

は 瀬戸 火鉢の 鉄瓶が 虫の 啼 くやう に 沸って ゐる。 もし 

よさむ ガス だんろ 

夜寒が 甚 しければ、 少し 離れた 瓦斯 煖炉に も 赤々 と 火 

が 動いて ゐる。 さう して その 机の 後、 二 枚 重ねた 座 

どこし し はんぱく 

蒲団の 上に は、 何処か 獅子 を 想 はせ る、 脊の 低い 半白 
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